
「2040年人口１万人」の実現に向けて
令和8年度 町の予算

　本号が発刊される頃は、風薫る5月となり、ご壮
健にてお過ごしのことと存じます。
　さて、上毛町３月定例議会は予算議会で、令和8
年度の上毛町の事業に関わる予算の認定や令和7
年度の一般会計補正予算も審議され、すべての議案
において可決されました。また、一般質問では、6名
の議員が質問を行いました。
　編集メンバー７人で力を合わせ、見やすい、読み
やすい、分かりやすい紙面づくりを心掛けて作成し
ました。ぜひとも、ご一読お願いします。

土井純平・由紀子さんご夫婦（宇野東区）

子どもたちに家具を含めた家の中や
空間インテリアに
興味を持ってもらいたい

■議会広報特別委員会
　委員長：三田 敏和　副委員長：髙西 正人
　委　員：田中 唯登志、廣﨑 誠治、岩花 寛之、大石 光一、渡辺 哲也

●ご意見・ご感想をお寄せください（FAX 0979-72-2033）      gikai@town.koge.lg.jp

住 廣﨑 誠治民 登 場 コーナー interviewer
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せ
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大石 光一
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1年生が入学してきて、とても嬉しいです。
毎日、朝の準備のお手伝いをしています。
1年生に、楽しく、安心して、学校生活を送ってほしいので、頼りになる６年生
になって、いろいろなことを教えてあげたいです。

唐原小学校　6年　上野　想一朗

議会傍聴のご案内
６月定例会の予定

　日程については、変更になる場合が
あります。
　会期日程は、議会運営委員会で協議
され、定例会初日の本会議で決定され
ますので、詳しい内容については、議会
事務局までお問い合わせください。

６ 月 2 日（火）午前10時

６ 月 4 日（木）午前10時

６ 月12日（金）午前10時

本会議（開会、議案の説明・質疑）

本会議（一般質問）

本会議（討論・採決）

■開催場所 上毛町役場大平支所2F議場

令和８年 第1回 定例会（3月議会） 会期：令和8年3月3日（火）～13日（金）

編 集 後 記

みんなが   輝くまち上毛 議会だより

Q

A 2014年から11年間住んでいます。
私は宗像出身、妻は上毛町成恒出身です。

今回の住民登場は、豊前市久路土でオリジナル家具
製作販売や喫茶店を経営をされている「スタンプフ
ァニチャー」オーナーの土井さんご夫婦です。

上毛町に住んでどれくらいですか？

Q

A 自然が豊かで、地域の人が温かいところです。
上毛町の好きなところは？

Q

A（純平さん）
子どもが生き生きでき、過ごしやすいことと、もっと教育
にお金を使ってほしいです。
（由紀子さん）
農業で、自給自足でき、子どもたちがこれからの農業をや
ろうとする環境づくりを期待します。

議会、行政への期待は？

ここが聞きたい！6人登壇
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

一般
質問

報告

総額
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福岡県町村議会議長会研修会

55億4800万円可決！

新１年生を迎えて
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第1回定例会一般質問〈3月5日（木）〉

ここが
聞きたい

!
一般質問

「一般質問」とは
　町の行財政全般にわたって、執行機関（町政）に対し、一般事務や将来の方針などに

ついて質問し、所信を求めることです。町民の生活に関わる身近なことが、議員の一

般質問により、改善されたり新たな事業が始まったこともあります。

　議員は年４回の定例会で一般質問をすることができ、定例会開会前にあらかじめ

質問内容を提出し、執行機関が答弁を考えます。質問する議員一人につき60分の持

ち時間があり、その時間内であれば何回でも質問を繰り返すことができます。

　全文詳細はHPに後日会議録として掲載されますのでご覧ください。

令和８年第１回臨時会・第１回定例会
議案議決結果及び議員別賛否一覧表

田
中
唯
登
志

茂
呂
　
孝
志

三
田
　
敏
和

峯
　
　
新
一

宮
崎
　
昌
宗

宮
本
理
一
郎

廣
﨑
　
誠
治

岩
花
　
寛
之

髙
西
　
正
人

大
石
　
光
一

渡
辺
　
哲
也

定
例
会

臨
時
会

大平地域の人口減の対応は

問
以
前
、一
般
質
問
を
行
な
っ
た
県

道
付
近（
垂
水
）を
、今
年
県
が
片
側

の
道
路
工
事
を
行
い
、片
側
の
通
行

帯
は
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
た
。要
望

が
あ
っ
た
通
行
帯
は
未
整
備
で
あ

る
が
対
応
は
。

建
設
課
長　

同
様
の
要
望
は
保
護

者
か
ら
も
あ
り
、翌
日
改
め
て
県
に

要
望
を
行
な
っ
た
。

問
今
後
、移
住
・
定
住
に
向
け
た
施

策
に
つ
い
て
、新
吉
富
と
大
平
地
域

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

企
画
開
発
課
長　

町
内
４
地
区
の

特
性
を
生
か
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

行
な
っ
て
お
り
、ま
ず
は
定
住
ゾ
ー

ン
に
お
い
て
、住
環
境
の
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、町
内
全
域
に
お
い
て
は
、定

住
促
進
奨
励
金
、民
間
賃
貸
住
宅
建

設
促
進
事
業
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、

移
住
定
住
者
の
増
加
を
図
っ
て
い

る
。

問
定
住
ゾ
ー
ン
は
新
吉
富
地
域
に

集
中
し
て
お
り
大
平
地
域
に
は
な

い
。今
後
、大
平
地
域
は
大
幅
な
人

口
減
が
予
想
さ
れ
る
。大
平
地
域
は

農
振
地
域
で
も
あ
り
、宅
地
造
成
が

難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、町
が
空
き
家

を
土
地
ご
と
買
い
取
り
、更
地
に
し

て
宅
地
と
し
て
販
売
す
る
考
え
は
。

町
長　

人
口
が
増
え
ず
に
減
る
理

由
の
中
に
、ス
ー
パ
ー
が
無
い
と
い

う
も
の
が
あ
る
。よ
う
や
く
ス
ー

パ
ー
が
で
き
た
た
め
、役
場
を
中
心

に
半
径
１
キ
ロ
以
内
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
最
重
点
的
に
動
か
し
て

い
き
た
い
。

問
モ
デ
ル
地
区
を
造
っ
て
か
ら
で

は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。早
急
に

空
き
家
を
無
く
し
、新
し
い
家
を
建

て
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

町
長　
町
内
全
域
に
く
ま
な
く
人

口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
理
想

で
あ
る
が
、新
吉
富
地
域
は
、南
吉

富
と
西
吉
富
を
つ
な
ぐ
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
、大
平
地
域
は
唐
原
と
友
枝

を
結
ぶ
、大
平
楽
前
の
道
路
沿
い
を

盛
り
上
げ
、モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
人

口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始

め
る
。

公
道
と
接
し
た

通
学
路
の
整
備
は

町長 モデル地区を作ることから始める

茂呂 孝志 議員
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諮問第1号

報告第1号

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

選挙第1号

選挙第2号

令和７年度上毛町一般会計補正予算（第６号）

人権擁護委員候補者の推薦について

専決処分の報告について（大平支所屋上等改修工事変更契約）

令和７年度上毛町一般会計補正予算（第８号）

令和７年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和７年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和７年度上毛町農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
令和７年度上毛町簡易水道事業会計補正予算（第２号）

上毛町敬老金条例の一部を改正する条例について

令和８年度上毛町一般会計予算
令和８年度上毛町国民健康保険特別会計予算
令和８年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算
令和８年度上毛町住宅用地造成事業特別会計予算
令和８年度上毛町農業集落排水事業会計予算
令和８年度上毛町簡易水道事業会計予算
町道路線の認定について

中津上毛環境事務組合議会議員の選挙について
豊前市外二町財産組合議会議員の選挙について

上毛町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について
上毛町職員等の旅費に関する条例の全部を改正する条例に
ついて

上毛町大池公園ふれあい交流施設「大平楽」条例の一部を
改正する条例について

上毛町簡易水道事業給水条例及び上毛町農業集落排水処理
施設条例の一部を改正する条例について

上毛町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
定める条例の制定について

上毛町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する
条例について

上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正
する条例について

指定管理者の指定について
（上毛町大池公園多目的運動広場）

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び規約の変更について

専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度上毛町一般会計補正予算 （第７号））

可決

結
　
果

当　選
当　選

報告受理
適任

可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

×

×
×
×

×
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後期基本計画重要施策の現状は

防
局
が
、無
償
で
交
換
支
援
を
行
っ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。た

だ
非
常
備
消
防
団
員
に
よ
る
消
防

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
上
毛
町

に
お
い
て
、北
九
州
市
同
様
の
支
援

は
難
し
い
と
考
え
る
。現
在
ま
で
交

換
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
が
、

交
換
に
つ
い
て
は
設
置
義
務
者
が

自
ら
行
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い

る
。な
お
、設
置
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
設
置
可
能
業
者
な
ど
を
案
内

し
て
い
る
。

に
な
ら
な
い
よ
う
、分
煙
箇
所
の

ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
よ
う
改
善

す
る
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

特
定
屋
外
喫
煙
場
所

の
定
義
に
沿
っ
て
再
度
確
認
し
、改

善
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
見
直
し
て

い
き
た
い
。

問
ル
ー
ル
づ
く
り
と
そ
う
い
う

箇
所
の
改
修
に
つ
い
て
、早
め
に

し
て
も
ら
い
た
い
。分
煙
対
応
が

確
実
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、公
共
施
設
の
敷
地
内

禁
煙
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

町
長
の
考
え
は
。

町
長　

ル
ー
ル
に
則
り
し
っ
か
り

分
煙
し
て
い
き
た
い
。

問
以
前
上
毛
町
で
無
償
配
布
し
た

火
災
警
報
器
の
電
池
交
換
、本
体
交

換
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
、障
が
い

者
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、北
九
州
市

の
よ
う
に
交
換
支
援
な
ど
を
無
償

で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

約
１
０
０
０
人
の
常

備
消
防
職
員
を
有
す
る
北
九
州
消

問
住
民
か
ら
公
共
施
設
に
お
け
る

喫
煙
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い

と
の
声
が
あ
る
が
、事
実
確
認
や
現

状
把
握
は
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
健
康
増
進
法
の
改
正

に
よ
り
、令
和
元
年
７
月
１
日
よ
り

行
政
機
関
な
ど
に
つ
い
て
は
法
に

定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
す
喫
煙

所
以
外
で
の
喫
煙
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
。必
要
な
措
置
を
講
じ
た
喫
煙

所
を
設
置
し
、そ
れ
以
外
で
は
喫
煙

を
禁
止
し
て
お
り
、こ
の
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。　

問
喫
煙
者
に
よ
る
健
康
被
害
は
も

と
よ
り
、副
流
煙
に
よ
る
健
康
被
害

を
受
け
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。住
民
か
ら
喫
煙
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
実

態
は
。

総
務
課
長　

各
施
設
を
所
管
す
る

担
当
課
な
ど
が
調
査
し
た
が
、敷
地

内
の
定
め
ら
れ
た
場
所
以
外
で

吸
っ
て
い
る
と
い
う
事
は
承
知
し

て
い
な
い
。

問
町
内
の
各
公
共
施
設
の
実
態
は
。

総
務
課
長　

小
学
校
、保
育
所
、学

童
保
育
所
は
屋
内
、敷
地
内
と
も
禁

煙
に
し
て
い
る
。喫
煙
所
を
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
は
役
場
で
２
か
所
、大

平
支
所
で
１
か
所
、唐
原
、西
吉
富

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
各
１
か

所
、ル
ー
プ
ア
リ
ー
ナ
に
１
か
所
、げ

ん
き
の
杜
も
１
か
所
と
な
っ
て
い

る
。

問
勤
務
時
間
中
の
職
員
の
喫
煙
状

況
は
。

総
務
課
長　
職
員
に
関
し
て
は
休

憩
と
い
う
形
で
喫
煙
を
行
っ
て
い

る
。時
間
、回
数
な
ど
の
正
確
な
実

態
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、世
間
一

般
常
識
の
範
囲
内
で
喫
煙
が
行
わ

れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

問
自
由
に
休
憩
し
、外
に
出
て
た
ば

こ
を
吸
う
と
い
う
こ
と
は
、公
務
を

放
棄
し
て
い
る
と
い
う
形
に
な
る

の
で
ル
ー
ル
づ
く
り
が
大
切
だ
と

思
う
が
。

総
務
課
長　

町
民
の
方
に
疑
念
を

持
た
れ
る
と
の
指
摘
で
あ
る
の
で

今
後
一
定
の
ル
ー
ル
、時
間
、回
数

な
ど
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。　

問
現
行
の
分
煙
対
応
施
設
で
実
効

性
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
形

問
公
共
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、計
画
的
な
管
理
が

必
要
で
あ
る
。長
寿
命
化
・
統
廃
合

な
ど
の
計
画
は
。

企
画
開
発
課
長　

各
施
設
の
老
朽

化
度
合
い
や
利
用
状
況
を
反
映
し

た
計
画
を
策
定
し
、全
体
の
状
況
把

握
と
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
る
。

問
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
に
よ
る

公
共
施
設
の
利
用
度
が
低
い
。再
配

備
、適
正
な
配
置
の
考
え
は
。

問
若
年
層
の
定
住
促
進
を
進
め
る
上

で
、住
環
境・子
育
て
教
育
の
整
備
が

重
要
と
考
え
る
が
、進
捗
の
状
況
は
。

企
画
開
発
課
長　
移
住
定
住
に
関

す
る
各
種
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ

て
き
た
こ
と
が
、経
済
的
負
担
の
軽

減
、新
築
戸
建
住
宅
の
取
得
に
繋

が
っ
て
い
る
。コ
モ
ン
パ
ー
ク
上
毛

彩
葉
の
分
譲
地
販
売
は
、77
区
画
中

71
区
画
の
成
約
が
大
き
な
成
果
と

考
え
る
。

問
今
後
の
課
題
、問
題
点
は
。

企
画
開
発
課
長　

定
住
ゾ
ー
ン
は

農
地
が
多
い
た
め
、農
地
転
用
・
農

振
除
外
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

問
自
然
災
害
の
深
刻
化
に
対
し
、本

町
の
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
の
現

状
、進
捗
は
。

企
画
開
発
課
長　

上
毛
町
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、町
民
の
生
命・身

体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
を

最
優
先
課
題
と
し
て
い
る
。自
助・共

助
・
公
助
が
連
携
し
た
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

総
務
課
長　
現
時
点
で
は
、今
の
公

共
施
設
の
配
置
で
良
い
と
考
え
て

い
る
。今
後
の
利
用
状
況
、費
用
対

効
果
に
よ
っ
て
は
、検
討
が
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
各
種
行
政
手
続
、自
治
体
の
情
報

シ
ス
テ
ム
標
準
化・共
通
化
の
進
捗

状
況
は
。

企
画
開
発
課
長　

住
民
の
利
便
性

と
満
足
度
を
第
一
に
考
え
、行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
て

い
る
。自
治
体
間
の
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
・
共
通
化
の
進
捗
は
、国

の
方
針
に
基
づ
き
、全
国
一
律
の
取

り
組
み
と
し
て
、令
和
７
年
度
末
ま

で
に
移
行
完
了
を
め
ざ
し
て
い
る
。

問
タ
イ
王
国
と
の
国
際
交
流
事
業

は
、今
の
形
態
を
維
持
す
る
の
か
。

幅
を
広
げ
て
、第
三
国
に
目
を
向
け

る
考
え
は
。

町
長　

タ
イ
王
国
と
の
交
流
は
10

年
が
過
ぎ
、姉
妹
校
と
な
れ
た
こ
と

は
奇
跡
的
に
高
度
な
交
流
が
叶
っ

て
い
る
。今
後
も
大
切
に
し
て
、よ

り
深
く
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
。

公共施設敷地内の禁煙実施は

「
総
合
計
画
」

更
新
に
向
け
て

住
宅
用
火
災
警
報
器

点
検
は

企画開発課長 魅力を高める施策を総合的に推進町長 ルールに則りしっかり分煙を行いたい

宮本 理一郎 議員
みや　もと　　 り　いち　ろう

廣﨑 誠治 議員
ひろ  さき    せい　 じ
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産
業
振
興
課
長　
川
底
柿
は
、柿
部

会
と
し
て
職
員
も
対
応
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

か
ら
も
取
材
を
受
け
て
い
る
。

問
中
山
間
地
域
の
生
産
量
は
少
量

で
ド
ラ
イ
化
、冷
凍
化
な
ど
の
加
工

技
術
の
支
援
を
産
学
官
で
や
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

事
業
化
は
時
期

尚
早
と
考
え
る
が
、今
後
研
究
検
討

を
し
た
い
。

町
長　
未
来
に
向
け
非
常
に
大
切

で
あ
る
。品
質
の
安
定
発
信
が
大
事

で
し
っ
か
り
指
導
し
、上
毛
町
の
誇

る
食
材
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た

い
。

問
水
田
フ
ル
活
用
の
方
針
が
あ
る

中
、中
山
間
地
域
の
農
業
の
考
え
方

は
。

産
業
振
興
課
長　

考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。今
後
出
て
く
る
国
の
施

策
に
期
待
し
て
い
る
。

問
上
毛
町
に
は
県
産
米「
夢
つ
く

し
」で
地
域
限
定
ブ
ラ
ン
ド
米「
豊

築
宝
」が
あ
る
。町
の
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長　

美
味
し
い
お
米

と
認
識
し
て
い
る
。農
協
な
ど
と
連

携
し
、月
一
回
会
合
を
開
き
、生
産

者
に
広
報
活
動
を
し
て
い
る
。

問
美
味
い
米
品
評
会
を
開
催
し
て

い
る
が
、Ｐ
Ｒ
活
動
は
。

産
業
振
興
課
長　

グ
ラ
ン
プ
リ
の

米
を
オ
コ
メ
ー
ル
と
し
て
、福
岡
県

人
会
、大
阪
県
人
会
に
提
供
し
て
い

る
。

問
特
産
品
へ
の
対
応
は
。

産
業
振
興
課
長　

米
麦
は
農
業
機

械
の
導
入
補
助
な
ど
の
支
援
、設
備

建
設
支
援
そ
の
他
、苗
木
、種
の
補

助
を
し
て
い
る
。

問
川
底
柿
、柚
と
い
っ
た
従
来
か
ら

あ
る
特
産
品
の
支
援
は
。

問
中
山
間
地
域
の
河
川
堰
、水
路
の

数
及
び
状
況
の
把
握
は
。

産
業
振
興
課
長　

河
川
堰
は
１
８

９
か
所
あ
る
が
、受
益
者
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
所
以
外
は
把
握
出
来
て

い
な
い
。

問
ほ
場
整
備
田
の
堰
、長
い
水
路
は

未
整
備
で
老
朽
化
し
、漏
水
箇
所
が

多
い
。支
援
策
は
。

産
業
振
興
課
長　

受
益
者
戸
数
制

限
が
あ
る
が
、町
の
農
業
土
木
事
業

補
助
金
、県
の
農
業
整
備
総
合
事
業

補
助
金
な
ど
が
活
用
出
来
る
。

問
受
益
者
が
一
人
と
い
う
厳
し
い

現
状
も
あ
る
が
対
応
は
。

産
業
振
興
課
長　

現
時
点
で
は
特

段
、施
策
は
な
い
。

問
災
害
も
含
め
中
山
間
地
域
の
多

面
的
機
能
は
重
要
で
あ
る
。オ
ー
ル

上
毛
で
考
え
る
対
応
策
は
。

町
長　
水
源
の
持
つ
多
面
的
な

機
能
も
含
め
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し

て
、使
え
る
農
地
モ
デ
ル
を
作
る
た

め
、精
査
検
証
を
行
い
、良
い
も
の

を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
毎
年
提
出
し
て
い
る
営
農
計
画

書
の
意
図
と
転
作
目
標
の
表
記
が

あ
る
が
。

産
業
振
興
課
長　

町
全
体
の
作
付

意
向
の
把
握
に
必
要
で
あ
り
、転
作

目
標
は
あ
く
ま
で
も
目
標
数
値
で

あ
る
。

問
営
農
計
画
書
の
確
認
と
し
て
現

地
確
認
を
す
る
が
、永
年
休
耕
作
物

地（
杉
・
ひ
の
き
な
ど
）も
対
象
と

な
っ
て
い
る
。確
認
作
業
な
ど
を
簡

素
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

今
後
、町
の
水
田

農
業
推
進
協
議
会
で
現
地
確
認
の

方
法
を
検
討
し
た
い
。

加工技術の支援を産学官でやっては

中
山
間
地
の

課
題
解
決
は

▲毎年お米グランプリ金賞の米でオコメールを制作

町長 未来に向け非常に大切と考える

三田 敏和 議員
さん　だ　　 とし　かず

ラジコン草刈機等の導入の検討は
建設課長 現時点での導入は難しい

髙西 正人 議員
たか にし   まさ   と

建
設
課
長　

将
来
的
に
経
費
節
減

や
、適
切
な
道
路
維
持
管
理
の
た

め
、導
入
が
必
要
と
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、現
時
点
で
の
導
入
は
難
し

い
。

０
ｋ
ｇ
を
超
え
る
た
め
、道
路
河
川

等
環
境
整
備
で
は
使
い
づ
ら
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

問
以
前
に
比
べ
る
と
金
額
、重
量
は

下
が
っ
て
い
る
。ラ
ジ
コ
ン
は
２
０

０
万
円
位
だ
っ
た
も
の
が
、４
０
万

か
ら
１
５
０
万
円
位
と
な
り
、重
量

も
１
０
０
ｋ
ｇ
台
で
収
ま
っ
た
り

し
て
い
る
。自
走
式
だ
と
２
５
万
円

か
ら
８
０
万
円
位
で
あ
る
。人
力
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
に
導
入
を
検
討

で
き
な
い
か
。

問
現
在
の
道
路
等
環
境
整
備
の
費

用
の
総
額
は
。

建
設
課
長　
年
２
回
の
実
施
で
、令

和
７
年
度
実
績
は
約
３
３
０
万
円
。

内
訳
は
、春
、秋
そ
れ
ぞ
れ
一
戸
当

た
り
３
０
０
円
の
報
奨
金
、事
故
が

あ
っ
た
場
合
の
た
め
の
損
害
賠
償

保
険
料
、土
砂
な
ど
の
運
搬
に
使
用

し
た
車
両
な
ど
の
機
械
借
り
上
げ

料
、指
定
し
て
い
る
土
捨
て
場
に
搬

入
さ
れ
た
刈
草
な
ど
の
搬
出
処
分

費
、砕
石
な
ど
が
必
要
な
自
治
会
へ

支
給
し
て
い
る
資
材
費
な
ど
で
あ

る
。

問
過
去
５
年
間
の
道
路
等
環
境
整

備
で
の
事
故
件
数
と
そ
の
内
容
は
。

建
設
課
長　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
当
事
者
の
方
に
は
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。令
和
３
年

か
ら
７
年
ま
で
で
、７
件
発
生
。内

容
は
、ス
ズ
メ
バ
チ
と
ム
カ
デ
に
刺

さ
れ
病
院
を
受
診
し
た
事
案
が
３

件
、水
路
の
清
掃
中
に
滑
っ
て
手
を

つ
い
た
時
に
脱
臼
し
た
事
案
が
１

件
、草
刈
り
機
で
の
除
草
中
に
付
近

に
停
車
し
て
い
た
車
両
の
ド
ア
ガ

ラ
ス
を
破
損
し
た
事
案
が
３
件
と

な
っ
て
い
る
。

問
福
岡
県
は
全
国
で
も
珍
し
く
県

土
整
備
事
務
所
で
ラ
ジ
コ
ン
草
刈

機
を
導
入
し
、貸
出
し
も
行
っ
て
い

る
。ま
た
、県
内
の
古
賀
市
、大
牟
田

市
、岡
垣
町
な
ど
で
も
貸
出
し
を

行
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
か
。

建
設
課
長　
県
下
で
ラ
ジ
コ
ン
草

刈
機
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は

承
知
し
て
い
る
。い
ず
れ
も
認
定
農

業
者
や
農
業
組
合
、水
利
組
合
な

ど
、農
地
な
ど
の
維
持
保
全
を
目
的

と
し
て
導
入
、貸
出
し
を
行
っ
て
い

る
。機
械
も
大
き
く
、重
量
も
３
０
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誰
の
た
め
の
議
会
か
？

福岡県町村議会議長会研修会　

　1月9日（金）、福岡県町村議長会の研修会で会津
若松市議会の元議長、目黒正三郎氏の講演を拝聴し
ました。同市議会は議会改革の先進自治体としても
有名で、「市民のために機能する議会」を目指し、全
国に先駆けて議会改革に取り組んできました。その
根幹にあるのは、議会を行政の追認機関から脱却さ
せ、市民の意思を的確に反映し、政策形成に主体的
に関わる機関へと転換するという考え方です。
　その象徴的な取組が「議会基本条例」の制定であ
り、議会の役割や責務、議員の活動原則を明文化す
ることで、議会運営の透明性と説明責任を図り、住
民に開かれた議会づくりが進められております。
　今回の講演を受けて、「誰のための議会か」という
本質的な問いについて深く考えさせらました。
　講演では、住民福祉の向上を目的としたうえで、
①行政監視機能、②政策立案機能、③民意吸収機能
の３つを十分に発揮することで住民にとって真に
価値ある議会運営が実現できると言われました。ま
た、これらの機能を個々の議員の活動ではなく、「チ
ーム議会」として組織的に発揮していくために必要なのが議員間討議であり、単なる意見表明にとど
まらず、論点を整理し、合意形成を図るプロセスの重要性が強調されておりました。議員間討議を通じ
て多様な視点を融合し、より質の高い政策提言につなげていくことが、議会の価値を高めることにつ
ながるものと感じました。
　一方で議員同士の意見交換の機会はやや限られており、委員会や議会としての提言活動についても
今後さらに充実させなければならない状況にあります。少子高齢化の進展により財政的にも人的にも
厳しい状況の中で、議会にも難しい判断が求められております。こうした時代においてこそ、議会がそ
の役割を果たし、行政と適切な緊張関係を保ちながら、より良い方向性を示していく必要があると考
えます。
　今回の研修を通じ、議会本来の役割を改めて認識するとともに、上毛町議会としても議会力の向上
に向けた取組を進めていく必要性を強く感じました。今後は、議員間討議の充実や政策提言機能の強
化を図り、「誰のための議会か」という問いに対し、住民のための議会であると胸を張って言える議会
運営を目指したいと思います。

出席者：荒牧議長、茂呂議員、三田議員、宮崎議員、宮本議員、廣﨑議員、岩花議員、髙西議員、大石議員、渡辺議員

問
運
用
開
始
時
期
は
。

総
務
課
長　
令
和
８
年
７
月
か
ら

試
験
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。順
次
広
げ
て
い
き
、予
定
で
は
、

令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
全
面
施

行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
導
入
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト・デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

総
務
課
長　

事
業
者
側
の
主
な
メ

リ
ッ
ト
は
、自
分
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

仕
様
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
入
札

額
の
入
力
な
ど
が
可
能
と
な
り
、仕

様
書
の
受
け
取
り
、開
札
の
立
会
が

不
要
と
な
り
、移
動
コ
ス
ト
の
軽

減
、時
間
的
拘
束
が
な
く
な
る
。発

注
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
、開
札
手
続

き
な
ど
の
事
務
の
効
率
化
、人
的
ミ

ス
の
軽
減
な
ど
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。事
業
者
側
の
主
な
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、入
札
を
行
う
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
及
び
電
子
証
明

書
が
必
要
に
な
る
。発
注
者
側
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、シ
ス
テ
ム
の
運
用
経

費
が
必
要
に
な
る
。

問
基
本
的
な
研
修
は
。

建
設
課
長　
建
設
課
の
よ
う
な
、測

量
、設
計
、現
場
管
理
の
業
務
を
担

う
職
員
は
、国
土
交
通
省
、福
岡
県
、

土
木
技
術
支
援・橋
梁
長
寿
命
化
支

援
な
ど
を
業
務
と
し
て
い
る
公
益

財
団
法
人
福
岡
県
建
設
技
術
情
報

セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
研
修
に
参

加
し
て
い
る
。

問
新
任
職
員
や
異
動
者
向
け
の
基

礎
研
修
は
。

建
設
課
長　

異
動
に
よ
り
未
経
験

の
職
員
が
建
設
課
に
配
属
と
な
れ

ば
、同
様
の
基
本
的
な
研
修
を
受
講

す
る
。ま
た
、新
た
な
業
務
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
職
員
は
、同
様
の
専

門
研
修
を
受
講
す
る
。

問
新
た
な
業
務
と
は
ど
ん
な
も
の

か
。

建
設
課
長　

町
道
に
架
か
る
橋
梁

の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
、

橋
梁
点
検
を
行
っ
て
い
る
。委
託
業

務
と
し
て
点
検
を
発
注
す
る
橋
梁

も
あ
る
が
、職
員
が
点
検
を
行
う
橋

梁
も
あ
る
。福
岡
県
建
設
技
術
情
報

セ
ン
タ
ー
が
、年
に
一
度
開
催
す
る

専
門
的
な
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。

問
測
量
・
設
計
・
積
算
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

建
設
課
長　
積
算
に
つ
い
て
は
、以

前
は
歩
掛
を
も
と
に
積
算
し
て
い

た
が
、現
在
は
積
算
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
。測
量
と
設
計
に
つ
い

て
は
、現
場
で
経
験
を
重
ね
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

問
県
下
に
お
け
る
電
子
入
札
導
入

の
状
況
は
。

総
務
課
長　
令
和
７
年
６
月
１
日

現
在
で
、試
行
導
入
を
含
め
33
自
治

体
、55
％
が
導
入
済
み
と
な
っ
て
い

る
。

岩花　寛之

技術職員に対する育成は

電
子
入
札
の

導
入
は

建設課長 経験による知識を持って指導

田中 唯登志 議員
た　なか　 ただ　と　　し


